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193021，2216，431 4，505 30，316 270 9003，852L9269，877





















手織機 力織機 手織機 力織機
805，33226，253
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742，67054，81119，505 16，310
502，909129，823一10β24 13，248
534，559 284，787’　27，84750，176
305，754 368，201一18，46525，636
185，827 431，466一983 28，087
149，477 618，6234，647 75，501
　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを金額で見ても1915年以降，輸出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　額が輸入額を上回っている」。さら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に織機の国内生産率，輸入依存率の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　推移について，「台数で見るかぎり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1909年において，すでに国内需要の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　80％近くを国内で生産していた。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の時期の輸入依存率は40％以下で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった。1914年には輸入依存率は一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　時低下したが，以降は10％から30％
巻第4号　1982年10月）350ページの表14．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度に低下している。金額で見ても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1919年には国内生産率は1．0を越し」
　　
た。
　1909（明治42）年の輸入台数は3143台で，国内での力織機の生産台数
7749画面はるかに上回っている。
　　4　力織機生産の他産業との関連
　（1）力織機生産工場の展開
　この力織機製造工場については，南ほか論文には，1909年に職工5人以上
の織機及び関連品製造工場は53工場，その職工数953．5人，職工10人以上の
　　　　　　　　　　　　　　うみでは24工場，769．5人とあり，石井正氏は，同年の職工5人以上の工場数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　56工場，職工10人以上のみで31工場をあげ，あるいは，同年の職工5人以上
工場数61工場，その職工数1396人，職工10人以上のみで34工場1203人，31工
（34）前掲　南亮進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合一」350～351
　ページ。
（35）前掲　南亮進・石井正・牧野文夫「技術＝普及の諸条件一力織機の場合一」353ページ第
　16表。
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　　　　　　くの場としている。
　以上はいずれも『工場通覧』という同一の史料によるものであり」しかも
南ほか論文も石井氏担当部分とすれば同一人によるものであって，以上にみ
る工場数回工数の差異は関連品製造工場の選択などによる差異であると思わ
れる。
　ところで，以上の『工場通覧』による職工5人以上の工場によるものは，
織機生産全体をどの程度把握しているのか，いいかえれば力織機生産は5人
未満工場を含める生産されているとすれば，どれだけの製造業者がいたか，
という問題である。
　石井正氏によれば，1909年に石川県，福井県，川俣地方，福島地方などで
稼働していた力織機の製造元を確認すると，その台数の5割程度が職工5人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　未満の製造所で製作されたものであるという。あるいは，1909年には
13，167台の力織機製造があったが，内5，712台が職工5人未満の製造所で製
　　　　　　　　　　　　　　作されたものであるという。
　すなわち職工5人未満工場が広汎に存在していたということになる。
　なお，1922年現在の力織機製造工場の操業年代を見ると1909年迄に設立さ
　　　　　　　　　　　く　のれたものは58工場となる。これは1922年までつづいているものだけであり，
廃業したものなどをあげるとそれは著しい数となるはずである。
（2）力織機製造とその他産業との関連
1909年手織機のすべてのみではなく，力織機のおよそ半分が職工5人未満
（36）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」122～123ページの第2衷。
（37）前掲　石井正「力織機製造技術の展開」139ページ。
（38）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」124ページ。
（39）石井正「力織機製造技術の展開」138ページ。
（40）前掲　南贈進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合一」354ページ。
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の製造所において製造されてたいた。このように力織機が零細工場で製造で
きた理由として石井正氏は，第一に初期国産力織機が小幅木鉄混成であった
こと，第二に鋳物工場，機械加工工場，織機用品，部品の製造工場がそれぞ
れ独立に存在し，小規模の織機組立工場として経営しえ．たことをあげてい
く　エラ
る。
　手織機と異なり力織機化には全運動の連動化が必要である。連動化にはそ
れらを結ぶ部分（歯車・回転軸・カム）に鉄が使用されなければならない。
また動力源には石油発動機か電動機が使用される。このように歯車，回転
軸，カムなどの部分や，原動機は鉄製でなければならない。しかし，それ以
外は素材のほとんどが木材である。フレームも当初は素材は鉄ではなく木材
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのであり，呼続・木管・箴などの機械部品は，各地機業地で生産される。
　このあたりの状況について豊田佐吉が豊田式力織機を開発した基盤である
遠州浜松地方ついてみていく。
　この浜松地方では，豊田佐吉の豊田式力織機ほか，鈴木政次郎の鈴政式，
鈴木道雄の鈴木式，池谷七蔵の池谷式，須山謙一郎の須山式，飯田弥一の飯
田式など陸続と織機が開発生産されていくが，その一人鈴木道雄の製造経過
はつぎのように記されている。
　1887（明治20）年生れの鈴木道雄は小学校補習科を卒業と同時に菅原町の
大工今村幸太郎に7年間の徒弟奉公に入った。今村は腕のよい棟梁であった
が，日露戦争が勃発して大工仕事が無くなり，すぐに足踏織機の製作に転向
した。1908（明治41年）10月，そのもとでの7年間の徒弟生活が終った鈴木道
雄は独力で織機生産に乗り出した。浜名郡天神村字中島新田に2坪の土地を
借りて，生家の2階建養蚕室を移築して工場とし，鈴木織機製作所の看板を
　　くゆ立てた。製造は木鉄混製の足踏み織機である。木製部分は天竜の材木屋から
（41）前掲　石井正「力織機製造技術の展開」138ページ。
（42）前掲　南亮進・石井正・牧野文夫「技術普及の諸条件一力織機の場合」353ページ。
一43一
222
木材を購入し，自分でカンナをかける，浜松の鋳物屋に枠など注文，鍛冶屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には鉄の丸運をつくらせて，組み立てた。将箱上下器を取り付けた二挺仔足
踏織機の発明（大正元年実用新案第26199号），経糸送出調節装置開発（大正
3年特許第23515号）による鈴木式動力織機完成，1914年7月第一次世界大
戦勃発直後の不況の後の産業界の未曾有の活況のなかでのガチャマン景気到
来，大幅物が伸びて注文殺到，工場拡張に迫られ，鋳物から金物まで自家製
　　　　　　　　　　ロの作するように設備した。それまでは鋳物，金物などは外注に出していたとい
うことになる。このように鋳物，金物などは外注に出していたが，このよう
な下請をした鋳物工場の設立の事情をみよう。
　遠州鉄工業界草分時代の立役者渥美浅太郎は，1876（明治19）年生れ。小
学校卒業と同時に，当時遠州地方で最も大きく，職人も大勢いた浜松市板屋
町の柳川鉄工に年期奉公に入った。1909（明治42）年23才の年年季があけ，
お礼奉公をすますと直ちに独立することになった。奉公中蓄えた金250円と
伯父から借りた金を合せて，砂山町南駅前に小さな工場を設立した。柳川鉄
工所の親方は小僧一人をつけて独立を祝ってくれた。浅太郎は一人の弟子を
もつ親方となった。女房のかねが鞘を押し，若い親方が横座，弟子の雪島用
一が先手となって仕事をした。初めは建築用金物とか織機関係の下請，ある
いは木工機，ショベルなどを主に作った。年とともに忙：しくなり，信用もで
きて弟子たちもふえた。工場も手狭になったので，1916（大正7）年海老塚
　　　　　　く　町に移転した。
　ここで製造されたのは足踏み織機であるが，この木鉄建製織機の製造が，
鋳物屋，鍛冶屋などの下請によって部品が製造されたのである。
（43）遠州機械金属工業発展史編集委員会編r遠州機械金属工業発展史』1971年　浜松商工
　会議所　1378～1379ページ。
（44）前掲　　r遠州機械金属工業発展史』353ページ。
（45）前掲　　『遠州機械金属工業発展史』1379ページ。
（46）前掲　r遠州機械金属工業発展史』1358～1360ページ。
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　このように，鋳物製造所，機械加工場，織機用品・部品製造製造所がそれ
ぞれが独立してあり，織機製造工場は小規模であってもそこで製造されたも
のの組立工場として成り立ったのである。
　この場合ことにその原動機の開発と製造が注目される。原動機は石油発動
機か電動機であり，これらの製造が波及的にさかんとなる。
　浜松市旅籠にあった印刷所開明堂は，いち速く石油発動機を使用して印刷
機を動かしていたが，1908（明治4！），09年頃，それまで使用していた1馬力
の石油発動機を電動機にきりかえた。不要となった石油発動機は浜名郡天神
町村上中島の平松織布工場の経営者平松仙助が入手し，使用したところすこ
ぶる調子がよいので，全工場の力織機化に踏み切った。その際，同村の血忌
鉄工所に4，5馬力の石油発動機の製造を依頼し，その完成を待って40台の織
機を動力運転するに至った。この彰徳には横浜帰りの発動機製造の技術をも
つ舎弟がいたが，この鈴徳鉄工所製の発動機は鈴木式織機の創始者鈴木道雄
　　　　　　　　　くのも大きな関心をよせた。
　このエピソードは力織機製造が発動機製造を引き起すこと，それが独自の
製造者によって製造されることを示しているものである。
　さて，豊：田佐吉は，1908（明治4！）年に本邦最初に広巾鉄製織機を作成し
た。H：式広巾鉄製織機である。それは1909（明治42）に紡績兼営織布会社に
採用された。まず2台，つづいて100台が導入された。フ．ラット製織機と性能
比較試験において，成績が良く，プラット製織機に比べて全く遜色がなかっ
たため，同紡績会社に大量に採用されるようになった。これが国産広巾鉄製
織機が兼営織布会心に採用された最初であるが，石井正氏は，この時点を
もって一応，国産動力織機が輸入織機とほぼ同程度の技術水準に到達しえた
　　　　　　　　　　　　　　く　ものといってよい，といっている。
（47）前掲　『遠州機械金属工業発展史』359～360ページ。
（48）前掲　石井正「力織機製造技術の展開」126～127ページ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　この鉄製力織機の製造工程であるが，つぎのようである。
　製造のプPセスは鋳造→機械加工→熱処理→研磨→組立→検査である。
　力織機製造の上で重要な部分である織機フレームの製造は，織機フレーム
の鋳造用模型製作→フレーム鋳造→鋳造フレームの清掃，焼鈍し，歪取り，
ハツリ，というように行われる。これと並行して各種鋼材から切断，板金，
鍛造などの工程を経て，フレーム以外の部品を製造する。これらの部品には
機械加工の後の熱処理・研ぎ研摩を加える。以上の工程のほかに外部の部
品・用品製造者から箴・綜続を購入し，外注下請工場から部品が納入され
る。これらの機械部品・用品を織機フレームに組み立てていく。組立完了後
に試運転，検査した後に出荷する。
　これらのプロセ不にあって，最も重要なのはフレームである。全重量
500kg～1tのうちのおよそ70～80％を占めるが，できるだけ薄肉で，しか
も強度のある均質の鋳物を製造しなけれぽならない。鉄製力織機を製造する
場合，このフレームの鋳造技術は，そのまま織機製造技術を左右する。この
ように鋳造技術はきわめて重要であった。
　このような製造工程であるが，1920年にいたる段階では織機製造工場の技
術水準は低かった。織機にとって最も重要なフレームの鋳物についてもこれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を自製する工場は少なく，ほとんど外注していた，という。
　このように力織機製造でも下請に大きく依存していたのである。
　これは後年の1927（昭和2）年の金融恐慌時であるが，浜松地方は特産物
の織物は大幅に生産減をみ，織機の需要が全くなくなり，したがって織機中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ心の当地方の鉄工業界は極度の不況におちいった。鉄工業界の不況にともな
（49）以下，前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普
　及・改良・創造」136ページ。
（50）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」143ページ。
（51）前掲　　『遠州機械金属工業発展史』497ページ。
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い鋳物業界も連鎖反応をみ，弱小鋳物工場だけでなく大手工場まで仕事がな
くなった。当時の鋳物業界は仕事量の80％までが織機メーカーの下請として
織機のフレームや部品などの鋳物にあたっていた。親工場の織機生産ストッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　プのあおりをまともに受けた，という。このことは，織機生産が織機フムー
ムや部品などの下請工場の上に成り立っていたことを示すことである。　こ
のように，織機製造工場は下請工場をもっていたのであり，広汎な関連産業
のうえに力織機製造は成り立っていたのである。
　このように下請工場を多くもっていたが，しかし，鉄製織機化の動きはそ
の製造工場に大きな技術変化を求めた。鋳造技術はもちろん，一定規格にも
とつく大量生産技術がとりわけ必要とされた。また多数の下請工場，部品・
用品製造工場を組織し，その品質を管理していくことも必要である。織機の
鉄製化はその製造工場を近代機械工場へと脱皮させることを加速させ，これ
に成功した工：場はその後わが国有数の工作機械製造工場，自動車製造工場へ
　　　　　　く　と発展していく。
　なお，1909（明治42）年に，全国の紡織機の生産額の全機械器具生産額中
の比率は7％を占める。これは一定のウエイトであることを示す。主要紡織
機生産府県をみると，大阪府（全国の45．6％）eSz　24、1％，愛知県（同
20．8％）は33．7％，東京府（同8．0％）は1．2％，石川県（同3，4％）は
76．0％，静岡県（同1．8％）は24．7％，となり，いくつかの地域ではそれが機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　械器具工業のなかの圧倒的なウェイトを占めているところがある。それらの
うち，ことに綿織物の力織機生産の発祥の地となった静岡県浜松地方は，
「浜松では紡織工業を中心として機械器具工業，木製品，食料品工業が相互
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　関連的に発達し遠州工業地域を形成発展せしめてきたのである」というが，
（52）前掲　r遠州機械金属工業発展史』503ページ。
（53）前掲　石井正「繊維機械技術の発展過程一織機・紡績機械・製糸機の導入・普及・
　改良・創造」136～137ページ。
（54）　『工場統計表』より作成。
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ここでは第一部門，第二部門にわたる諸部門がが相互に連関，結合しつつ特
異な工業地域が形成されたのである。
5　結び一産業編成上の意義
　1909年には力織機の国内生産台数は輸入を上回り，国内需要の80％近くを
国内で生産していた，ということをみた。そして，この年にはまた従来輸入
品のみを使用していた兼営織布会社に国産広巾鉄製織機が採用されたが，そ
の性能は輸入品に劣るものではなく，ここに国産動力織機が輸入織機とほぼ
同程度の技術水準に達すとされていることをみてきた：。この1909年を力織機
生産の画期とみなすことができる。折から，白木綿地帯，あるいは輸出羽二
重地帯で手織機から力織機へ転換しつつあるときであって，織物業が手工的
小生産から機械制工場生産へ脱皮する時期であった。
　わが国の生産財生産は立ち遅れた。大きく輸入に依存していた。最大の近
代工業であった綿糸紡績業において使用された紡績機械はすべて輸入によっ
た。輸入外圧のもとで，国内での生産は小さかった。そういうなかで，織機
生産は在来製法を基礎に先進国の技術を巧みに導入しつつ，開発・改良を重
ねて，ついに国内供給を達成した。
　この力織機生産の成立，国内供給達成はわが国の産業編成上大きな意義を
もつ。それを第一部門生産について言えばつぎのようであろう。
　第一に，この力織機生産は，膨大な関連・下請工場をともなって成立し
た。このことは力織機生産の確立が広汎な関連工業の展開をともない，広汎
な工業編成を遂げることを意味していた。幽
　第二に，最：も広汎に存在している織物業における生産手段の力織機化が可
能になったということは，八幡製鉄所の全面営業に象徴される移植近代工業
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技術がようやく広汎な民間在来産業とリンクするに至ったことを示すのであ
る。
　なお，この力織機生産は，その製造工場が同時に一般工作機械の製造な
り，自動車工業なりのメーカーとなっていき，産業編成の軸となっていく。
　この明治末期は折から，在来織物業における力織機化＝工場生産への転換
を少なくともと先進i地においてとげつつあるときである。最も広汎に存在し
た在来産業であるこの織物業における力織機化と，この織物業への機械供給
を行なう機械工業における力織機生産の成立は，それぞれに他産業の展開と
連係しているのであるが，そのようなこの両者の展開は，二つの部門，第二
部門と第一部門が直接的に連結したことを意味するのである。産業資本の確
立の基準として，第二部門のみでなく，第一部門をもその基準とし，さらに
この第一部門と第二部門の直接的連結を確立の基準とするという見解に立つ
とするならば，この織物業の動向と力織機生産の動向にそれを見出すことが
できるのではなかろうか。
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